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直接撮像法は軌道の大きな伴星の検出に適した手法であり、その伴星の大気を調べることにも有効である。ま
た、8m級望遠鏡を利用した直接撮像法による軌道の大きな惑星や褐色矮星の探査も集中的に行われてきた。近
年では超補償光学を利用した探査も精力的に行われている。しかし、それらの探査からは直接撮像で検出可能な、
褐色矮星や比較的質量の大きな惑星の存在度はおおよそ 10%以下と低い見積もりが得られている (例: Nielsen et
al. 2019)。したがって、直接撮像を用いてそのような伴星を発見するためのより効果的な方法が望まれる。
我々は Gaiaと Hipparcos衛星により得られた固有運動に着目した伴星探査を進めている。伴星はその主星の

固有運動を加速させるが、これら二つの位置天文衛星のデータの比較から導いた固有運動加速はその恒星が惑星
や褐色矮星を保持することの予測に利用できる。我々は加速する固有運動を示す複数の太陽近傍恒星の観測に対
して、超補償光学系 SCExAO と面分光器CHARISによる高コントラスト撮像分光観測を行った。その初めの成
果として、太陽型星HD 33632Aを公転する褐色矮星伴星 (HD 33632Ab)を発見した。さらに、固有運動加速と
複数回の直接撮像により得た伴星の位置変化、Lick天文台で過去に得られていた視線速度測定を同時に解析する
ことで伴星の軌道を制限した。その結果、HD 33632Abの質量を木星の 46.4+8.1

−7.5倍と力学的に導出した (Currie
et al. 2020)。本発表では同発見を含む固有運動加速に着目し進めている我々の直接撮像探査について報告する。


